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科学の不思議で遊ぼう 地域自治区の活動発表会

世界に一つだけの絵巻力士のちゃんこを味わう
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▲武並町地域自治区の活動を発表する代表者
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▲完成した絵巻と子どもたち

▲ドライアイスで、ろうそくの火を消す実験の様子
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▲ちゃんこを待ち遠しそうに眺める子どもたち

17　2008.9.1
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頭使って脳の老化を防止 アユをがぶり、 澄  ヶ  瀬  簗 
すみ が せ やな

２泊３日のてくてくの旅暑いときは流しそうめん

�������	
��
�����������

�������	
��
�����������

�������	
��
�����������

�������	
��
�����������

�������	
��
�����������

�������	
��
����������

�������	��
��
����������

�������	
��
������	����

�������	
��
����
�

▲一生懸命にアユを捕まえようとする園児たち
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▲真夏の暑い中おそろいのＴシャツで歩く参加者

▲ユーモアあふれる講演をする川島教授
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▲おいしそうに流しそうめんを食べる子どもたち
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中高生が赤ちゃんと触れ合う 心に響く支え合う音色

一人でも多くの看護師を伝統のいわむら 城址 薪能
じょうし
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▲夫婦で活動しているエスペランサによる演奏
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▲看護師（中）に習い患者さんの足を丁寧に洗う生徒（右）

▲赤ちゃんと楽しそうにふれあい遊びをする生徒（中）
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▲辰巳満次郎さんらが演じる能「鵺」
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特別展観

■会期
９/４�～９/２８�
■開館時間　午前９時半

～午後５時（入館は午後４

時半まで）

■観覧料　�大人＝８００円
（団体６５０円）　�小・中・高
校生＝５００円（団体４００円）
毎週月曜日（祝日を除く）、
祝日の翌日（土日・祝日を
除く）、９/１�～３�は展
示替えのため、９/１６�・２４
�は祝翌日のため休館
■問い合わせ　中山道広

重美術館�２０-０５２２

　今回は、小説やドラマの世界との混同が見られる戦
国時代の二人の人物を取り上げます。
□戦国時代の城主あれこれ～女城主と森蘭丸

　〝女城主の里〟として岩村の代名詞ともなっている
女城主。小説では「お 津  也 」、「お艶」、「お直」などと

つ や

呼ばれていますが、歴史的な根拠は何もありません。
『岩村町史』では夫の遠山 景  任 を遠山 修  理  亮 とする２次

かげ とう しゅ りの すけ

資料があることから「修理夫人」としています。織田
信長の叔母（父親信秀の妹。一説には姉とも）で、岩
村城主遠山景任に嫁いだことは、ほぼ間違いないよう
ですが、戦国時代の系図は大半が後の時代に作られた
もので、１００�信頼できるものは少なく、女性にいたっ
ては一部を除けば「女」としか表記されていないため、
本当の名前はまったく分からないのです。従って、
『 甲  陽  軍  艦 』にある「岩村 殿 （遠山景任） 後  家 」とか、

こう よう ぐん かん どの ご け

素直に「景任未亡人」と呼ぶのが適当ではないかと考
えられます。
　森蘭丸は、活躍当時の古文書で確認できる名前は
「 成  利 」。幼名も「乱」、「乱丸」、「乱法師」と書かれて

なり とし

いて、「蘭丸」は後世に創作された名前とされていま

す。天正１０（１５８２）年、武田攻めの功により岩村城を
与えられたのは、 太  田 

おお た

 牛 
ぎゅう

 一 『 信 
いち しん

 長 
ちょう

 公  記 』では、同じ信
こう き

長近習の 団  忠  正 、江戸時代に民衆に広がった 小  瀬  甫  庵 
だん ただ まさ お ぜ ほ あん

『 信 
しん

 長 
ちょう

 記 』では森蘭丸としています。現在は、信長の足
き

跡をたどるためになくてはならない資料として『信長
公記』の評価が高く、森蘭丸岩村城主説は旗色が悪い
ようです。
□問い合わせ　文化課�４３-２１１２（内線２１７）

▲いつ６段になったのか？石垣もまだ謎が多い

文化財を巡る
③岩村城跡の基本（その２）

広重没後１５０年記念

『 広重と木曽海道六拾九次之内の旅』展

　歌川広重没後１５０年にあたり、広重の名作「木曽海

道六拾九次之内」を全点そろいで展示します。その

ほか、中山道に関する江戸時代の書籍（版本）もご

紹介します。

　図は、中山道の名所図会（絵入りガイドブック）

『木曽路名所図会』の大井宿。大井川（現在の阿木川）

に架かる大井橋をふかん的にとらえています。画中

には西行塚、西行坂、西行硯水、七本松など大井宿

の名所・旧跡も描かれています。

９月６日�は広重の命日
　没後１５０年を記念し、広重の

命日である９月６日�は観覧
無料とします。

秋里籬島/著　西村中和/画
「木曽路名所図会」

田中コレクション
１８０５（文化２）年

第１日曜日は市民の日
　毎月第１日曜日（９月７日）

は「市民の日」とし、市民に
限り観覧無料とします。


